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一般会計補正予算案を修正可決一般会計補正予算案を修正可決
新たな高齢者福祉事業　３件の債務負担行為を削除
その他の条例制定・一部改正案、指定管理者の指定、
� 補正予算案などは原案可決

12月定例会

　

12
月
1
日
か
ら
26
日
ま
で
の
26
日
間
、12
月
定
例
会
を
開
催
し
、条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、

指
定
管
理
者
の
指
定
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
63
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

26
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
後
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
委
員
長
報
告
に
よ
る
、
新
た
な

高
齢
者
福
祉
事
業
3
件
の
債※
務
負
担
行
為
を
削
除
す
る
修
正
案
を
全
会
一
致
で
可
決
。
そ
の

他
の
議
案
な
ど
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
了
承
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉

職
場
の
職
員
増
員
、
賃
金
の
改
善
な
ど
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
は
、
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

議
案
な
ど
の
主
な
内
容

�

委
員
会
の
付
帯
意
見

　

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら

29
年
9
月
30
日
ま
で
の
決
算

で
は
、
温
泉
の
利
用
促
進
、

満
足
度
向
上
な
ど
に
努
め
た

が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
改

善
の
取
組
み
が
遅
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
純
利
益
は
2　
8

1
万
5
5
0
8
円
の
赤
字
。

建
設
経
済
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

市
が
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
導
入
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
な
ど
の
支
援
し
て
き

た
も
の
の
、
赤
字
体
質
が
改

善
で
き
て
い
な
い
。
人
事
面

で
改
革
・
改
善
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
現
実
は
大
変

厳
し
い
。
今
後
は
地
元
住
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
経
営

の
安
定
に
向
け
て
一
層
努
力

さ
れ
た
い
。

　

北
前
館
、
城
崎
文
芸
館
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、
道
の

駅
神
鍋
高
原
、
出
石
永
楽
館
、

但
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
30
の
市
の
施
設
に
つ
い

て
、
公
募
ま
た
は
非
公
募
で

選
定
さ
れ
た
団
体
な
ど
を
議

会
の
議
決
に
よ
り
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

指
定
期
間
は
平
成
30
年
4
月

1
日
か
ら
3
年
ま
た
は
5
年
。

文
教
民
生
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

多
く
の
指
定
管
理
施
設
で
、

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
設

備
投
資
を
行
っ
て
も
経
済
効

果
が
出
な
い
も
の
も
あ
る
。

公
共
施
設
再
編
計
画
を
踏
ま

え
、
指
定
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
十
分
に
精
査
を
行
う

と
と
も
に
、
適
正
な
評
価
指

標
に
基
づ
い
た
制
度
運
用
を

図
ら
れ
た
い
。

　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
を
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠

点
と
す
る
た
め
、
豊
岡
病
院

組
合
が
処
理
す
る
事
務
の
中

に
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
在

宅
医
療
な
ど
を
加
え
る
も
の
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
備

え
、
す
で
に
市
が
策
定
し
た

公
共
施
設
再
編
計
画
な
ど
に

基
づ
く
施
設
整
備
、
取
り
壊

し
、
複
合
化
な
ど
の
資
金
に

充
て
る
た
め
基
金
を
設
置
す

る
も
の
。

　

毎
年
度
の
決
算
剰
余
金
は
、

そ
の
2
分
の
1
以
上
の
額
を

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
は
主
に
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
て
い
た
が
、

今
後
は
公
共
施
設
整
備
基
金

も
積
み
立
て
先
の
一
つ
と
な

る
。

総
務
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

次
世
代
に
負
担
を
先
送
り

し
な
い
よ
う
、
目
標
額
を
定

め
て
積
み
立
て
を
行
う
と
と

も
に
、
基
金
積
み
立
て
の
原

資
は
毎
年
度
の
剰
余
金
で
あ

り
、
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
課
題
の
実
現
や
市
民

の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
年
間
を
見
通
し
た
予

算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

災
害
時
な
ど
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難
支
援
な
ど
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
災
害
時
要

援
護
者
を
災
害
か
ら
保
護
す

る
た
め
に
特
に
必
要
の
あ
る

と
き
は
、
市
長
は
法
の
規
定

に
よ
り
本
人
の
同
意
が
な
く

て
も
名
簿
情
報
を
提
供
で
き

る
こ
と
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

　

市
が
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
を
法
務
省
へ
推
せ
ん
す

る
に
あ
た
り
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。
今
回
は
、

再
任
お
よ
び
新
任
合
計
4
人

が
候
補
者
で
、
任
期
は
平
成

30
年
4
月
1
日
か
ら
3
年
間
。

　旬な解説　
※ 債務負担行為とは
　自治体の会計は年度内に完結することが原則。年度
をまたがって契約を締結したり事業などを行うときは、
議会の議決により、予算の一部である債務負担行為を
事前に設定する必要がある。債務負担行為を設定して
いても実際に現金支出が必要となったときは、その年
度の歳出予算に計上して執行する。

㈱
北
前
館
の
決
算

・
事
業
計
画

市
立
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

公
立
豊
岡
病
院
組

合
規
約
の
変
更

公
共
施
設
整
備
基

金
条
例
制
定

災
害
時
要
援
護
者
名
簿

に
関
す
る
条
例
制
定

人
権
擁
護
委
員
の

推
せ
ん
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一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）の
審
議
状
況

　

予
算
決
算
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
す
る
中
で
、
新
た
な

高
齢
者
福
祉
事
業
3
件
の
債
務
負
担
行
為
を
削
除
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

修
正
案
の
提
案
理
由

　

区
長
連
合
会
な
ど
か
ら
敬

老
会
補
助
金
の
継
続
の
要
望

が
あ
る
中
で
、
そ
の
廃
止
が

決
定
さ
れ
、
区
長
な
ど
へ
新

し
い
高
齢
者
福
祉
事
業
の
お

知
ら
せ
文
書
が
配
布
さ
れ
た
。

敬
老
会
の
評
価
や
関
係
者
が

了
承
し
た
と
い
う
判
断
も
一

方
的
で
あ
る
。
新
事
業
は
す

で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業

な
ど
で
あ
り
、
地
域
事
情
を

勘
案
し
た
と
は
言
い
難
い
。

予
算
決
算
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

敬
老
会
は
高
齢
者
の
地
域

貢
献
に
感
謝
し
、
ご
長
寿
を

お
祝
い
す
る
も
の
。
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中

で
有
意
義
な
行
事
で
あ
り
、

継
続
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ

る
。
代
替
案
は
従
来
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
事
業
。
地
域

を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
区

長
連
合
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
の
協
議
を
要
望
す
る
。

　

高
齢
者
の
学
び
の
拠
点
な

ど
整
備
事
業
は
、
過
度
の
財

政
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
十

分
配
慮
し
、
長
期
的
な
視
野

で
検
討
さ
れ
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
減

額
補
正
が
目
立
つ
。
公
募
に

当
た
っ
て
は
、
魅
力
あ
る
働

き
が
い
の
あ
る
内
容
の
募
集

に
心
が
け
ら
れ
た
い
。

一般会計補正予算（第７号）の主な内容
新たな高齢者福祉事業（債務負担行為）
　敬老会補助事業の効果は一時的で持続性に課題がある
ことから、29年度限りで補助金は廃止する。30年度か
ら、高齢者安心・見守り事業、玄さん元気教室補助事業、
ふれあいいきいきサロン補助事業を実施する前提のもと
に、敬老会補助金の動向が来年度の各区の予算編成に影
響を与えることから、新たに実施する事業を早期に周知
するため総額1,535万円の債務負担行為を設定するもの。

デジタル防災行政無線整備事業（債務負担行為）
　アナログ方式の防災行政無線の使用期限は平成34年11
月末。デジタル方式として再整備するため、今年度から
４年間で整備事業者の選定、親局・中継局などの整備、
戸別受信機の配布、旧システムの撤去を行うため、総額
13億２千万円の債務負担行為を設定するもの。

公共施設整備基金への積み立て
　財政調整基金から70億円を取り崩し、新たに設置した
公共施設整備基金へ同額を積み立てる。取り崩し後の財
政調整基金の現在高は約41億５千万円。

就学援助システム導入事業（債務負担行為）
　経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保
護者に対し、学用品費、給食費、修学旅行費などを支給
する就学援助の認定に際し、認定に必要な情報を一元管
理することで正確かつ効率的な事務が行えるようシステ
ムを整備するため、総額600万円の債務負担行為を設定
するもの。システムの完成は平成30年10月。

本会議において一般会計補正予算案を全員起立により修正可決

本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。

賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧表

会派名

新
風
と
よ
お
か

と
よ
お
か　

市
民
ク
ラ
ブ

ひ
か
り

日
本
共
産
党
・

あ
お
ぞ
ら
豊
岡

市
会
議
員
団　

豊
岡
市
議
会

公
明
党　
　

豊
岡
維
新
の
会

審　
議　
結　
果

議  員  名
議  案  名  等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

陳情第４号　福祉職場の職員の大幅増員と
賃金の改善の実現にむけて、国に対して意
見書の提出を求める陳情書

× × × × × × × × × × × ／ × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
不
採
択
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市議会の本会議が
インターネットでご覧になれます！

インターネットに
より、定例会のよ
うすをライブ中継
と録画中継で映像
配信しています。
ぜひご覧ください。

12
月
定
例
会

一
般
質
問
（
21
人
）

市
議
会
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

⃝
水
道
事
業
の
維
持
管
理
運
用

福
　
田
　
嗣
　
久
（
7
ペ
ー
ジ
）

⃝
市
議
会
議
員
選
挙
を
終
え
て
の
感

想
⃝
衆
議
院
選
・
市
議
選
に
お
け
る
投

票
時
間
繰
り
上
げ

⃝
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
の
廃
止

⃝
公
共
施
設
整
備
基
金

⃝
敬
老
会
補
助
金
の
廃
止

奥
　
村
　
忠
　
俊
（
8
ペ
ー
ジ
）

⃝
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

⃝
国
交
省
公
募
型
樹
木
等
採
取
試
行

事
業

⃝
豊
岡
ペ
レ
ッ
ト

⃝
市
役
所
内
職
場
環
境

土
生
田
　
仁
　
志
（
8
ペ
ー
ジ
）

⃝
生
活
環
境
改
善

⃝
降
雪
時
の
除
雪
対
策

井
　
上
　
正
　
治
（
9
ペ
ー
ジ
）

⃝
農
政

⃝
地
方
創
生

岡
　
本
　
昭
　
治
（
9
ペ
ー
ジ
）

⃝
国
の
水
田
農
業︵
米
︶に
係
わ
る
政

策
転
換

⃝
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
へ
の
取
組

み
の
分
析
と
評
価

足
　
田
　
仁
　
司
（
10
ペ
ー
ジ
）

⃝
豊
岡
市
全
体
の
賃
金
水
準

⃝
豊
岡
市
の
将
来
像

⃝
豊
岡
市
民
の
人
権
意
識

⃝
公
的
施
設
の
維
持
・
管
理

⃝
遠
隔
地
居
住
者
の
公
平
負
担

井
　
垣
　
文
　
博
（
10
ペ
ー
ジ
）

⃝
基
本
構
想
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
⃝
台
風
18
号
、
21
号
の
被
害
の
状
況

と
そ
の
復
旧
対
策

⃝
空
家
対
策

青
　
山
　
憲
　
司
（
11
ペ
ー
ジ
）

⃝
公
共
施
設
再
編
計
画
と
長
期
財
政

見
通
し

⃝
敬
老
会
補
助
金
の
廃
止
と
高
齢
者

福
祉
施
策
の
拡
充

⃝
五
荘
・
奈
佐
地
域
の
水
害
対
策

⃝
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業

上
　
田
　
伴
　
子
（
11
ペ
ー
ジ
）

⃝
敬
老
会
の
補
助
金

⃝
子
育
て
支
援

⃝
防
災

松
　
井
　
正
　
志
（
12
ペ
ー
ジ
）

⃝
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く

基
本
計
画

⃝
公
共
施
設
再
編
計
画
の
進
め
方

⃝
敬
老
会
補
助
金
の
廃
止
に
伴
う
高

齢
者
福
祉
施
策

⃝
投
票
終
了
時
間
の
繰
り
上
げ
決
定

と
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
務
権
限

⃝
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
分
析
結

果
を
も
と
に
し
た
授
業
ア
イ
デ
ア

　
分
析
、ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
た
ね
ら

い
と
今
後
の
取
組
み

⃝
区
長
会
要
望
に
対
す
る
説
明

清
　
水
　
　
　
寛
（
12
ペ
ー
ジ
）

⃝
情
報
戦
略

⃝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⃝
図
書
館

浅
　
田
　
　
　
徹
（
13
ペ
ー
ジ
）

⃝
減
災
・
防
災
対
策
の
推
進
︵
台
風

18
号
・
21
号
関
係
︶

⃝
消
防
対
策
の
推
進

⃝
学
校
教
育
の
推
進

⃝
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承

上
　
田
　
倫
　
久
（
13
ペ
ー
ジ
）

⃝
但
馬
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

⃝
福
祉

⃝
防
災

椿
　
野
　
仁
　
司
（
14
ペ
ー
ジ
）

⃝
豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

⃝
台
風
18
号
及
び
21
号

⃝
円
山
川
整
備
計
画

石
　
津
　
一
　
美
（
14
ペ
ー
ジ
）

⃝
子
宮
頸
が
ん
の
検
診

⃝
幼
児
保
育
・
教
育
現
場
に
お
け
る

「
エ
ピ
ペ
ン
」
の
取
り
扱
い

竹
　
中
　
　
　
理
（
15
ペ
ー
ジ
）

⃝
市
長
総
括
説
明

⃝
持
続
可
能
な
開
発
目
標︵
S
D
G
s
︶

の
取
組
み

⃝
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画

⃝
市
民
要
望

村
　
岡
　
峰
　
男
（
5
ペ
ー
ジ
）

⃝
農
政 

⃝
台
風
18
・
21
号
被
害
と
復
旧

⃝
投
票
時
間
繰
り
上
げ

⃝
敬
老
会
補
助
金
廃
止

⃝
国
保
の
県
単
位
化

木
　
谷
　
敏
　
勝
（
5
ペ
ー
ジ
）

⃝
行
政
を
効
果
的
に
す
す
め
る
方
針

⃝
専
門
職
大
学

田
　
中
　
藤
一
郎
（
6
ペ
ー
ジ
）

⃝
平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針

⃝
教
育
現
場

⃝
地
方
創
生

西
　
田
　
　
　
真
（
6
ペ
ー
ジ
）

⃝
台
風
接
近
に
よ
る
市
議
会
議
員
選

挙
、
衆
議
院
総
選
挙
の
投
票
時
間

繰
り
上
げ

⃝
民
生
児
童
委
員
の
負
担
軽
減

⃝
公
金
運
用

⃝
感
染
予
防
対
策

⃝
球
技
場
の
照
明

⃝
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
導
入

芦
　
田
　
竹
　
彦
（
7
ペ
ー
ジ
）

⃝
防
災
・
減
災
対
策
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

敬
老
会
補
助
金
廃
止
を

前
提
と
す
る
新
た
な
事
業
が

債
務
負
担
と
し
て
予
算
提
案

さ
れ
、
区
長
等
に
議
決
前
に

文
書
で
通
知
さ
れ
た
。
議
会

ル
ー
ル
違
反
で
は
な
い
か

答　

1
月
か
ら
会
計
年
度
が

始
ま
る
地
区
が
あ
り
、
要
請

に
よ
り
知
ら
せ
た
。
文
書

は
、
議
会
審
議
が
前
提
で
あ

り
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て
お

り
、
特
に
問
題
は
な
い
。
こ

の
文
書
で
議
会
は
通
る
と
読

ま
れ
る
人
は
議
会
ル
ー
ル
を

知
ら
な
い
人
だ
。

問　

敬
老
会
は
、
市
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
市
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
だ
。
大
き
な
意
味
を

持
つ
。
再
度
検
討
の
余
地
は

な
い
か

答　

す
で
に
方
針
は
伝
え
て

い
る
。
要
は
戦
略
的
で
あ
る

か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
見
直

す
べ
き
だ
。

問　

台
風
の
対
策
に
職
員
の

配
置
や
投
票
箱
の
移
動
に
危

険
が
伴
う
と
し
て
4
時
間
も

繰
り
上
げ
た
こ
と
で
、
前
回

市
議
選
か
ら
約
5
％
も
投
票

率
が
下
が
っ
た
。
ま
た
、
市

民
へ
の
連
絡
か
ら
1
時
間
も

な
い
。
市
民
の
投
票
権
を
保

障
す
べ
き
選
管
の
判
断
の
見

解
は

答　

23
号
台
風
を
上
回
る
危

険
性
が
予
測

さ
れ
た
た
め
、

市
民
の
安
全

に
配
慮
し
て
、

市
長
の
要
請

で
4
時
と
決

め
た
。
市
民

へ
の
周
知
時

間
が
取
れ
ず

大
き
な
反
省

点
だ
。

問　

周
知
時

間
を
考
え
る

と
5
時
、
6

時
の
判
断
は

な
か
っ
た
の

か答　

4
時
と

8
時
し
か
検
討
し
て
い
な
い
。

問　

投
票
日
前
日
に
県
選
管

に
繰
り
上
げ
時
間
の
問
い
合

わ
せ
を
し
て
い
る
。
22
日
朝

か
ら
早
め
の
投
票
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

答　

法
的
に
何
時
間
繰
り
上

げ
で
き
る
か
を
確
認
し
た
。

問　

国
・
県
事
業
の
実
施
に

併
せ
て
考
え
方
を
ま
と
め
地

元
と
行
政
、
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
実
施
主
体
に
働
き
か

け
、
市
の
関
連
事
業
を
先
行

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は

答　

豊
岡
イ
ン
タ
ー
の
設
置
、

豊
岡
病
院
前
か
ら
但
馬
空
港

ま
で
の
県
道
接
続
な
ど
有
機

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
基

づ
き
国
・
県
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

豊
岡
病
院
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
結
果
的
に
将
来
の

行
政
負
担
を
少
な
く
す
る
こ

と
に
な
る
。
豊
岡
病
院
へ
の

積
極
的
な
基
金
の
導
入
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
見
解
は

答　

医
師
確
保
が
最
重
点
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
分
賦

金
は
繰
り
出
し
基
準
以
上
の

額
の
支
払
い
は
で
き
な
い
。

問　

専
門
職
大
学
の
設
置
時

期
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、

定
員
、
履
修
数
、
授
業
料
を

公
表
し
定
員
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か

答　

2
0
2
0
年
開
設
を
目

指
す
が
、
遅
く
と
も
2
0
2 

1
年
度
に
は
開
設
し
た
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
そ
の
構
成

を
明
ら
か
に
し
て
、
受
験
生

と
な
る
若
者
に
心
づ
も
り
を

し
て
ほ
し
い
。
専
門
職
大
学

は
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
柱
に
す

る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

し
か
も
4
年
間
で
6
0
0
時

間
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
義
務
付
け
る
制
度
が
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
制
度

そ
の
も
の
が
地
元
企
業
群
と

の
連
携
を
求
め
て
い
る
。

問　

専
門
職
大
学
の
場
所
を

ど
こ
に
す
る
の
か
。
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
こ
こ
に
あ
れ
ば

と
い
う
構
想
は

答　

そ
こ
は
学
生
と
の
関
係

で
見
る
と
街
中
に
あ
る
の
が

い
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

土
地
の
価
格
、
交
通
の
便
な

ど
を
加
味
し
、
県
に
情
報
提

供
を
し
て
い
き
た
い
。

市政を問う

敬
老
会
補
助
金
継
続
は

市
民
と
議
会
の
声
！

村岡　峰男 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
頭
で

�

提
案
を

木谷　敏勝 議員
（新風とよおか）

せっかく行ったのに閉まっていた！

2020年の開設を目指す専門職大学

投
票
時
間
繰
り
上
げ
で
市

民
の
投
票
権
を
奪
っ
た
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問　

外
見
で
は
分
か
り
に
く

い
障
害
が
あ
り
、
援
助
や
配

慮
が
必
要
な
人
の
サ
イ
ン
と

な
る
、
赤
地
に
白
い
プ
ラ
ス

と
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
「
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
」。
類
似
の
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
を
含
め
全
国
で
24
都
府
県

が
導
入
。
市
町
村
単
位
で
も

数
多
く
導
入
し
て
い
る
が
、

本
市
の
導
入
検
討
は
ど
う
か

答　

ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
は
東

京
都
が
作
成
。

身
体
障
害
者

手
帳
の
所
持

者
に
限
定
せ

ず
、
本
人
の

申
告
で
か
な

り
広
く
交
付

さ
れ
、
近
隣

で
は
大
阪
府

や
京
都
府
な

ど
で
導
入
し

て
い
る
。
兵

庫
県
で
は
導

入
し
て
い
な
い
た
め
、
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
を
検
討
す

る
。

問　

民
生
委
員
は
高
齢
者
宅

の
訪
問
や
住
民
の
生
活
状
況

の
把
握
等
活
動
が
多
く
、
ま

た
高
齢
化
も
あ
り
大
変
だ
と

聞
く
。
負
担
軽
減
の
た
め
協

力
委
員
も
配
置
し
て
い
る
が
、

課
題
解
決
の
計
画
は
ど
う
か

答　

全
体
研
修
会
で
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
や
毎
月
の
定
例

会
な
ど
で
他
の
民
生
委
員
の

取
組
み
事
例
の
検
証
、
意
見

交
換
会
な
ど
を
は
じ
め
、
市

の
関
係
課
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
を
図
り
、
課
題
解

決
に
取
り
組
む
。

問　

28
年
度
末
で
23
基
金
の

合
計
は
約
２
１
８
億
円
。
公

金
で
あ
る
基
金
を
安
全
な
運

用
の
上
、
収
益
増
と
す
る
方

策
は
ど
う
か
。
他
市
で
は
１

％
以
上
の
運
用
益
を
上
げ
て

い
る
所
も
あ
る
が

答　

今
後
に
つ
い
て
は
、
確

実
か
つ
有
利
な
方
法
で
運
用

す
る
こ
と
を
基
本
に
し
、
利

回
り
の
よ
い
有
利
な
運
用
を

目
指
す
。
長
期
財
政
見
通
し

を
考
慮
し
な
が
ら
、
中
期
債

権
よ
り
利
回
り
の
良
い
長
期

債
権
、
あ
る
い
は
超
長
期
債

権
の
導
入
に
つ
い
て
も
関
係

課
と
協
議
し
、
さ
ら
な
る
運

用
益
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

助
け
合
い
の
し
る
し

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」の
導
入
を

西田　　真 議員
（ひかり）

問　

豊
岡
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
・
見
直

し
は
で
き
て
い
る
の
か

答　

現
時
点
で
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
。必
要
に
応
じ
て

改
善
、
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問　

今
、
幼
稚
園
児
の
入
園

が
減
っ
て
い
る
が
、
ど
う
感

じ
て
い
る
か

答　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
幼

稚
園
の
就
園
率
が
減
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

問　

保
護
者
と
の
問
題
意
識

を
早
急
に
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い

答　

な
ぜ
幼
稚
園
で
は
な
く
、

保
育
園
な
の
か
、し
っ
か
り
と

議
論
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

問　

豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
で
の
既

存
企
業
の
高
度
化
な
ど
へ
の

挑
戦
を
促
す
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答　

内
発
型
産
業
育
成
の
政

策
を
中
心
と
し
た
支
援
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
特
に
若
い

人
た
ち
が
新
た
な
事
業
に
挑

戦
で
き
る
環
境
整
備
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

既
存
の
企
業
を
ど
う
成

長
さ
せ
る
の
か
。
豊
岡
に
は

水
産
物
な
ど
、
新
し
い
挑
戦

が
厳
し
い
と
考
え
る
。
既
存

の
企
業
を
活
性
化
さ
せ
る
方

が
、
よ
り
リ

ス
ク
も
少
な

く
早
く
成
果

が
上
が
る
と

考
え
る
が
ど

う
か

答　

ど
の
よ

う
な
支
援
策

が
い
る
の
か
、

し
っ
か
り
と

議
論
し
て
い

き
な
が
ら
実

現
し
た
い
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

小
さ
な
こ
と
か
ら

�

コ
ツ
コ
ツ
と
！

田中藤一郎 議員
（新風とよおか）

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
導
入

民
生
委
員
の
負
担
軽
減

基
金
運
用
で
収
益
増

教
育
保
育
計
画
に
つ
い
て

地
域
産
業
活
性
化
に

つ
い
て

幼児教育が基本中の基本！常にカイゼンを

ご存知ですか？ヘルプマーク



○  2018.2.25　とよおかし議会だより7

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

今
年
度
計
画
の
下
陰
の

道
路
工
事
お
よ
び
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
設
置
工
事
状
況
は

答　

道
路
補
修
工
事
は
、
経

年
劣
化
に
よ
り
ひ
び
割
れ
を

起
こ
し
た
舗
装
を
撤
去
し
て
、

新
し
く
打
ち
か
え
る
計
画
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
工
事

は
、
通
学
路
に
お
い
て
歩
車

道
を
明
確
化
す
る
た
め
、
外

側
線
の
外
側
に
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
を
設
置
し
て
い
く
計
画
。

い
ず
れ
も
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

問　

避
難
勧
告
・
避
難
指
示

を
発
令
し
た
場
合
の
要
援
護

者
に
対
す
る
周
知
と
受
け
入

れ
体
制
は
ど
う
か

答　

避
難
情
報
の
周
知
は
、

防
災
行
政
無
線
、
と
よ
お
か

防
災
ネ
ッ
ト
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
、
Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
な
ど

の
方
法
で
行
っ
て
い
る
。
現

在
台
帳
登
録
者
で
、
4
6
6 

6
人
の
対
象
者
全
て
を
専
門

家
で
対
応
す
る
と
い
う
の
は

非
常
に
難
し
い
。
初
動
の
段

階
で
は
、
で
き
る
だ
け
地
域

の
皆
さ
ん
に
要
援
護
者
の
介

護
等
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

市
の
防
災
に
関
す
る
会

議
へ
の
女
性
参
加
の
現
状
と

女
性
参
加
を
増
や
す
取
組
み

に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　

市
の
防
災
会
議
に
は
、

委
員
39
名
の
う
ち
、
現
在
５

名
の
女
性
委
員
に
参
画
い
た

だ
い
て
い
る
。
防
災
課
で
お

願
い
し
て
い
る
市
民
協
働
型

評
価
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
委

員
13
名
の
う
ち
、
現
在
4
名

の
女
性
委
員
に
参
画
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
女
性
の
参
加

人
数
、
割
合
を
で
き
る
だ
け

増
や
し
て
い
き
た
い
。

問　

水
道
料

金
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
払
い
が

で
き
る
取
組

み
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど

う
か

答　

ク
レ
ジ

ッ
ト
の
導
入

時
期
等
に
つ

い
て
は
、
現

時
点
で
は
ま

だ
定
め
て
い

な
い
。
今
後

研
究
し
て
い

き
た
い
。

問　

台
風
災
害
の
不
安
は
理

解
す
る
が
、
余
り
に
も
一
方

的
に
議
会
に
も
相
談
な
し
で

決
定
し
た
。
市
民
の
権
利
を

制
限
す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ

り
慎
重
に
、
よ
り
事
前
の
周

到
な
準
備
が
必
要
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
が
ど
う
か

答　

意
思
決
定
の
判
断
の
遅

れ
は
大
き
な
失
敗
の
も
と
に

な
る
。
迷
う
な
ら
よ
り
安
全

な
方
に
判
断
す
る
の
が
災
害

対
策
、
危
機
管
理
の
基
本
と

考
え
、
職
員
、
副
市
長
と
議

論
し
判
断
し
た
。
議
長
等
と

相
談
し
な
か
っ
た
の
は
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
の
疑
念
を

抱
か
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。

問　

9
月
定
例
会
に
唐
突
に

浮
上
。
17
億
円
で
建
設
さ
れ

た
ホ
ー
ル
が
築
23
年
経
過
で

16
億
円
も
の
大
き
な
改
修
が

必
要
な
の
か
。
廃
止
あ
り
き

の
感
を
受
け
る
が
、
現
況
復

帰
で
最
低
限
の
改
修
の
方
向

は
な
い
か

答　

老
朽
度
調
査
の
結
果
、

電
気
、
機
械
、
舞
台
の
各
設

備
も
更
新
時
期
で
、
屋
根
、

外
壁
は
劣
化
が
進
み
部
材
の

落
下
や
剥
離
に
よ
る
人
的
被

害
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
、

早
急
に
改
修
の
有
無
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
市
の

公
共
施
設
全
体
の
統
廃
合
が

不
可
避
の
状
況
で
あ
り
、
財

政
的
な
観
点
か
ら
、
改
修
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
論

に
至
っ
た
。
代
案
に
つ
い
て

は
丁
寧
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
現
在
行
っ
て
い
る
。

問　

補
助
金
に
つ
い
て
効
果

が
な
い
、
一
時
的
で
戦
略
的

支
出
で
は
な
い
と
い
う
理
由

で
補
助
を
廃
止
。
3
つ
の
福

祉
事
業
に
置
き
換
え
る
案
に

各
団
体
の
皆
さ
ん
は
納
得
さ

れ
て
い
る
の

か答　

意
味
は

あ
る
が
、
一

日
の
た
め
だ

け
よ
り
も
継

続
的
に
使
う

方
が
有
効
と

申
し
あ
げ
た
。

一
定
の
理
解

は
い
た
だ
け

た
と
考
え
て

い
る
。

市政を問う

社
会
基
盤
の
整
備
と
管
理

地
域
の
防
災
力
強
化

芦田　竹彦 議員
（豊岡市議会公明党）

万
機
公
論
に
決
す
べ
し

福田　嗣久 議員
（とよおか市民クラブ）

水
道
料
金
に
つ
い
て

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
廃
止
案

敬
老
会
補
助
金
の
廃
止

もっと女性が活躍する社会へ

毎年楽しみにしていますよ。敬老会！

女
性
は
防
災
の
主
体

的
な
担
い
手

市
議
選
投
票
時
間
の

繰
り
上
げ
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問　

昭
和
40
年
代
中
頃
か
ら

急
に
宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
市
街
地
周
辺
部
の
住

宅
地
で
は
、
未
整
備
の
水
路

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
水

路
清
掃
、
雑
草
排
除
、
害
虫

駆
除
等
の
活
動
も
で
き
て
い

な
い
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
時
に

も
、
こ
の
水

路
へ
入
っ
て

掃
除
す
る
こ

と
も
で
き
な

い
。
安
全
に

活
動
が
で
き
、

清
潔
な
水
の

ま
ま
下
流
域

へ
流
し
た
い
。

そ
の
施
策
が

必
要
だ
が
ど

う
か

答　

現
場
を

見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
既

に
農
地
が
な

い
よ
う
な
形

で
、
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
、
他
の
関
係
部
署
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

住
宅
地
が
造
ら
れ
た
時

間
差
に
よ
り
、
農
業
水
路
や

私
有
地
が
混
在
し
て
い
る
中

で
の
作
業
と
な
り
、
簡
単
に

は
で
き
な
い
と
思
う
。
高
低

差
の
修
復
で
雨
水
の
滞
留
箇

所
を
ゼ
ロ
に
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答　

地
区
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
現
地
調
査
や
、
区
長

を
は
じ
め
地
元
関
係
者
と
立

会
い
を
行
っ
た
上
で
、
検
討

し
て
い
く
。

問　

平
成
29
年
2
月
9
日
の

早
朝
か
ら
降
っ
た
雪
、
子
ど

も
た
ち
は
歩
道
を
歩
け

ず
に
、
車
の
通
っ
た
後

の
わ
だ
ち
を
通
学
し
た
。

市
民
の
安
心
安
全
を
守

る
を
義
務
と
し
て
、
通

学
路
の
除
雪
に
お
け
る

安
全
対
策
は
ど
う
か

答　

市
が
管
理
し
て
い

る
歩
道
や
道
路
の
延
長

は
7
4
1
㎞
、
過
酷
な

状
況
の
中
で
市
民
の
た

め
に
懸
命
に
や
っ
て
い

る
。
今
後
も
自
治
会
、

P
T
A
、
学
校
等
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
、
共

通
の
困
難
に
立
ち
向
か

っ
て
い
く
。

築
こ
う
あ
な
た
と
　

�

未
来
の
ふ
る
さ
と
を

土生田仁志 議員
（新風とよおか）

問　

9
月
と
10
月
に
ひ
ぼ
こ

廃
止
の
説
明
会
が
開
か
れ
、

多
く
の
市
民
が
廃
止
に
反
対

の
表
明
を
さ
れ
た
。
市
民
の

声
を
ど
う
受
け
止
め
た
か

答　

11
月
21
日
に
ひ
ぼ
こ
ホ

ー
ル
を
愛
す
る
会
か
ら
1 

万
3
3
0
0
余
の
署
名
を
い

た
だ
い
た
。
ひ
ぼ
こ
に
対
す

る
思
い
は
十
分
伝
わ
っ
て
き

た
。
よ
く
勉
強
さ
れ
て
お
り

代
案
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ

の
内
容
が
合
理
的
で
可
能
な

も
の
で
あ
る
か
検
討
を
約
束

し
た
。
1
月
下
旬
に
市
民
会

館
の
老
朽
度
調
査
の
中
間
報

告
が
出
て
く
る
。
ひ
ぼ
こ
ホ

ー
ル
も
再
度
検
証
を
お
願
い

し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
方
向
性
を
定
め
る
。

問　

市
長
は
「
市
民
と
の
対

話
と
共
感
」
を
公
約
し
て
い

る
。
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
に
は
、

な
ぜ
そ
れ
を
実
行
し
な
い
の

か
。
市
民
の
声
を
じ
か
に
聴

き
説
明
す
る
べ
き
だ
が
ど
う

か答　

い
た
だ
い
た
提
案
書
を

検
証
し
た
上
で
対
話
を
重
ね

る
方
が
効
果
的
で
あ
る
。

問　

城
崎
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
芸
術
監
督
平
田
オ
リ
ザ
氏

は
知
名
度
も
高
い
。
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
は
文
化
会
館
と
し
て

の
評
価
も
高
く
、
平
田
氏
の

活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答　

あ
る
こ
と
を
前
提
に
す

れ
ば
活
性
化
に
役
立
て
る
こ

と
を
考
え
る
。
問
題
は
残
せ

る
か
ど
う
か
だ
。

　

建
物
・
設
備
の
改
修
が

1
億
か
ら
2
億
円
な
ら
い
い

が
10
数
億
円
は
財
源
が
な
い
。

問　

出
石
川
は
先
の
台
風
で

数
箇
所
決
壊
し
た
。
河
川
敷

の
雑
木
は
一
掃
さ
れ
た
が
、

ま
た
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

水
の
流
れ
を
止
め
る
働
き
が

考
え
ら
れ
一
掃
で
き
な
い
か

答　

国
に
公
募
伐
採
を
要

望
し
て
も
進
入
路
が
な
い
。

応
募
者
の
確
保
も
必
要
だ
。

　

要
望
は
伝
え
る
が
、
現

状
で
は
困
難
だ
と
考
え
る
。

問　

被
災
し
た
人
た
ち
は

特
に
気
に
な
る
。
伐
採
が

可
能
か
ど
う
か
も
国
交
省

と
調
整
さ
れ
た
い
が
ど
う

か答　

要
望
は
国
に
伝
え
る
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市
民
の
声
を
聞
こ
う
！

�

対
話
と
共
感
は
ど
こ
へ
？

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

各種コンサート等が開催されるひぼこホール

河
川
敷
の
雑
木
撤
去

除
雪
対
応

旧農業用水路が未整備のためヘドロが深く環境整備ができない

市
街
地
周
辺
地
域
の
旧
農

業
用
水
路
の
早
期
整
備

➡



○  2018.2.25　とよおかし議会だより9

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、

安
全
安
心
な
コ
ウ
ノ
ト
リ
米

の
生
産
に
取
り
組
み
、
減
農

薬
米
か
ら
無
農
薬
米
の
安
定

生
産
に
た
ど
り
着
き
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
今

後
は
、
安
全
安
心
と
さ
ら
な

る
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、

高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
た

効
率
的
効
果
的
な
栽
培
方
法

を
確
立
し
進
め
る
べ
き
だ
が

答　

現
在
30
年
度
予
算
に
向

け
、
K
D
D
I
の
包
括
協
定

に
よ
る
、
I
C
T
化
の
導
入

に
つ
い
て
、
3
つ
の
観
点
で

検
討
中
。
①
無
農
薬
で
の
水

管
理
で
の
活
用
②
I
C
T
機

械
導
入
（
ド
ロ
ー
ン
・
密
苗
・

直
接
の
直
播
・
冠
水
直
播
）

③
新
規
就
農
者
が
た
や
す
く

農
業
が
で
き
る
よ
う
な
誘
引

施
策
で
あ
る
。

問　

農
家
の
栽
培
努
力
に
よ

り
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
。
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
上

位
の
栄
冠
を
受
け
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
認
知
さ
れ
つ
つ

あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
の
栽
培

地
豊
岡
で
、
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を

答　

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。
た

だ
、
現
時
点
で
は
ま
だ
情
報

が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
先
進

事
例
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
か
、
し
っ
か

り
と
踏
ま
え
た
上
で
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

行
政
区
単
位
で
現
状
の

年
齢
の
一
番
若
い
人
を
見
る

と
、
14
歳
以
下
の
い
な
い
区

が
14
区
あ
る
。
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
る
と
本
当
に

大
変
な
時
代
が
訪
れ
る
。

　

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
迎
え
入
れ
る
施
策
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

こ
れ
ま
で

の
経
過
の
中
で
、

公
民
館
・
小
学

校
単
位
で
ど
の

よ
う
な
人
口
減

少
が
起
き
て
い

る
か
積
極
的
に

示
し
、
危
機
感

を
共
有
し
今
日

の
姿
が
あ
る
。

　

女
性
が
役
割

を
持
ち
活
躍
す

る
場
を
ど
う
作

る
か
が
重
要
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
組
み
の
分
析
と
評
価
が

必
要
と
考
え
る
が

答　

検
証
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
25
年
度
に
本
市
を
事

務
局
と
し
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
検
証
委
員
会
に
よ

り
、
分
析
と
評
価
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
組
み
に

お
け
る
市
全

体
の
経
済
効

果
は
ど
れ
く

ら
い
か

答　

環
境
へ

の
取
組
み
を

持
続
可
能
に

す
る
た
め
に

策
定
さ
れ
た

豊
岡
市
環
境

経
済
認
定
事

業
と
し
て
、

現
在
68
の
事

業
を
認
定
し

て
お
り
、
平

成
28
年
の
1
月
か
ら
12
月
ま

で
の
売
上
総
額
は
約
69
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
組
み
が
国
内
外
に
広
が

り
を
見
せ
る
な
か
、
市
の
果

た
す
役
割
は

答　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
つ
き
抜
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
の
成
果
を
公
表
し
、
市
民

に
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
が

答　

成
果
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
広
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
出
前
講
座
を
活

用
し
な
が
ら
、
普
及
啓
発
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

米
の
生
産
目
標
数
量
配

分
の
廃
止
お
よ
び
米
の
直
接

支
払
交
付
金
の
廃
止
に
伴
う

市
の
対
応
は

答　

①
集
落
営
農
、
法
人
化

の
推
進
②
畦
畔
除
去
な
ど
の

農
地
整
備
の
促
進
③
農
地
中

間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の

集
積
・
集
約
化
の
推
進
④
収

入
保
険
制
度
の
周
知
と
加
入

促
進
⑤
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お

米
（
ブ
ラ
ン
ド
米
）
の
販
売

促
進
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

市政を問う

市
が
目
指
す
農
政
、

�

中
山
間
の
人
口
減
少
対
策

井上　正治 議員
（とよおか市民クラブ）

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
へ
の

取
組
み
の
分
析
と
評
価

岡本　昭治 議員
（新風とよおか）

市
が
目
指
す
コ
メ
農
政

中
山
間
の
人
口
は
激
減

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

米
に
か
か
わ
る
政
策
転
換

コウノトリ野生復帰の拠点

コウノトリ米の田園風景
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問　

基
本
構
想
に
基
づ
く
今

後
4
年
間
の
市
政
経
営
方
針

で
、
ま
ち
の
姿
を
ど
の
よ
う

に
描
き
、
新
年
度
予
算
を
ど

う
編
成
す
る
の
か

答　

12
年
後
の
姿
の
実
現
に

必
要
な
仕
込
み
の
4
年
間
と

し
た
い
。
専
門
職
大
学
を
県

と
共
に
創
り
上
げ
る
。
ま
た
、

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
と
劇
団
本

拠
の
豊
岡
移
住
・
移
転
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
を

期
待
す
る
。
但
馬
技
術
大
学

校
へ
の
も
の
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
に
よ
り
、
内
発

型
の
産
業
構
造
を
つ
く
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
鞄
産
業

に
革
を
縫
う
技
術
の
導

入
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
今

後
の
取
組
み
検
討
、
10

年
後
の
農
業
の
柱
を
ど

う
す
る
か
な
ど
、
新
年

度
予
算
は
メ
リ
ハ
リ
の

つ
い
た
も
の
に
す
る
。

問　

台
風
18
号
、
21
号

の
被
害
状
況
と
そ
の
復

旧
対
策
は
ど
う
か

答　

公
共
土
木
施
設
災

害
は
合
わ
せ
て
4
8
3
か
所

あ
る
。
国
庫
補
助
事
業
は
査

定
後
の
手
続
き
終
了
後
、
随

時
発
注
す
る
。
小
規
模
災
害

は
来
年
度
予
算
で
対
応
す
る
。

地
元
か
ら
の
報
告
分
は
す
べ

て
対
応
し
た
い
。
土
砂
災
害

が
激
甚
化
傾
向
に
あ
り
、
県

に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で

の
早
期
対
策
を
要
望
し
て
い

る
。

　

農
地
、
農
業
用
施
設
で
は

合
わ
せ
て
5
2
9
件
の
被
害

報
告
が
あ
っ
た
。
災
害
復
旧

事
業
、
小
災
害
事
業
の
復
旧

工
事
発
注
は
早
く
と
も
2
月

下
旬
ご
ろ
の
見
込
み
で
あ
る
。

問　

小
さ
な
世
界
都
市
を
目

指
す
う
え
で
空
き
家
対
策
は

重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
活
動
団
体
へ
さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
だ
が
ど
う
か

答　

危
険
と
思
わ
れ
る
空
き

家
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
空
き
家
等

対
策
計
画
を
策
定
し
、
空
き

家
対
策
協
議
会
で
協
議
し
て

い
く
。
ま
た
、
景
観
と
い
う

観
点
か
ら
の
取
組
み
や
、
Ｉ

Ｔ
企
業
の
誘
致
も
進
め
る
。

活
動
団
体
へ
の
支
援
は
、
関

係
部
署
や
関
係
団
体
が
連
携

を
取
っ
て
取
り
組
む
。

空
き
家
対
策
は
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
課
題
だ
！

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

問　

市
内
で
働
く
人
々
の
賃

金
・
所
得
水
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る

人
々
の
割
合
は
ど
う
か

答　

市
の
一
人
当
た
り
所
得

額
は
2
6
0
万
5
千
円
で
、

県
下
41
市
町
中
37
番
目
。
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る

人
々
の
割
合
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問　

市
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た

め
に
市
長
は
市
内
事
業
者
に

賃
上
げ
を
求
め
て
は
ど
う
か

答　

市
長
と
し
て
は
賃
上
げ

を
要
求
す
る
立
場
に
な
い
。

市
と
し
て
は
、
企
業
の
後
押

し
を
し
て
そ
の
利
益
が
分
配

さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

問　

合
併
し
て
13
年
経
過
す

る
が
、
周
辺
地
域
の
住
民
は

大
き
な
差
を
意
識
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
が
ど
う
か

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
全

体
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

市
長
と
し
て
は
行
政
手
腕
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

問　

障
害
者
差
別
解
消
法
・

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
・

部
落
差
別
解
消
推
進
法
は
、

市
政
に
ど
う
生
か
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
昨
年
度
、
市
が

実
施
し
た
人
権
意
識
調
査
は

有
意
義
だ
か
ら
、
継
続
的
に

実
施
す
べ
き
と
思
う
が

答　

い
ま
だ
出
自
に
よ
る
差

別
が
あ
る
。
研
修
等
を
通
じ

て
市
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
た
い
。
意
識
調
査
の

継
続
は
非
常
に
大
事
な
と
こ

ろ
な
の
で
、
宿
題
と
し
て
預

か
る
。

問　

公
共
施
設
の

廃
止
基
準
お
よ
び

廃
止
手
続
き
は

答　

安
全
に
施
設

利
用
で
き
る
間
は

使
用
し
、
使
用
不

能
と
判
断
し
た
段

階
で
廃
止
す
る
。

持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
た
め
統
廃

合
を
進
め
る
。
廃

止
は
事
前
に
周
知

し
、
廃
止
条
例
案

を
議
会
で
議
決
し

て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

豊
岡
の
賃
金
・
所
得
を

魅
力
あ
る
水
準
に
す
べ
き
だ

足田　仁司 議員
（ひかり）

働く人の力でまちづくり

after

before

豊
岡
市
民
の
人
権
意
識

幹
だ
け
が
育
つ
木
は
な
い

公
共
施
設
再
編
計
画

生まれ変わった空き家
地域活動交流拠点「なごみてぇ」
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

市
長
が
補
助
金
の
廃
止

を
宣
告
さ
れ
、
選
挙
期
間
を

通
じ
て
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
敬
老
会
が
開
催
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
心

配
の
声
を
た
く
さ
ん
聴
い
た
。

敬
老
会
を
主
催
し
て
き
た
区

長
会
か
ら
の
意
見
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か

答　

春
と
秋
の
市
政
懇
談
会

で
廃
止
の
方
針
と
趣
旨
を
説

明
し
た
。
最
初
は
、
継
続
を

要
望
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

最
近
は
、
新

規
補
助
金
の

手
続
き
の
問

い
合
わ
せ
が

あ
る
。

問　

区
長
連

合
会
か
ら
8

月
28
日
に
要

望
書
が
出
さ

れ
て
い
る
。

区
長
の
皆
さ

ん
は
、
敬
老

会
は
地
域
の

た
め
の
必
要

な
事
業
と
考

え
て
い
る
。
当
局
の
回
答
は

ど
う
か

答　

旧
市
町
ご
と
の
区
長
連

合
会
と
の
懇
談
会
に
お
い
て

廃
止
の
方
針
を
伝
え
、
新
た

な
高
齢
者
福
祉
施
策
を
検
討

中
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
れ
に
対
し
て
特
に
反
論
は

な
か
っ
た
。

問　

今
回
も
多
く
の
議
員
が

見
直
し
を
訴
え
て
い
る
。
市

民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
と
し

て
存
続
を
し
て
ほ
し
い
。
市

民
の
思
い
、
区
長
の
思
い
、

議
員
の
思
い
を
受
け
て
本
当

に
必
要
な
も
の
を
残
す
考
え

に
な
ら
な
い
か

答　

要
望
に
応
え
ら
れ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
応
え
ら
れ
な

い
も
の
も
あ
る
。
区
長
と
意

見
を
交
わ
し
た
上
で
、
最
終

判
断
を
し
て
き
た
。

問　

区
長
会
や
高
齢
者
の
方

は
む
し
ろ
諦
め
だ
。
対
話
と

共
感
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

事
前
に
も
っ
と
対
象
者
の
方

や
区
長
会
、
議
会
に
対
し
て

対
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
ど
う
か

答　

一
日
だ
け
楽
し
か
っ
た

と
い
う
事
業
に
2
2
0
0
万

円
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

状
況
を
み
れ
ば
市
長
と
し
て

答
え
は
す
ぐ
に
出
る
。
財
政

状
況
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
中

で
何
を
や
る
べ
き
か
考
え
た

時
、
継
続
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
れ
か
ら
悪
化
す
る

で
あ
ろ
う
高
齢
者
福
祉
に
使

う
方
が
適
切
で
あ
る
。

問　

補
助
金
継
続
の
要
望
が

強
い
中
で
、
補
助
金
を
廃
止

し
た
財
源
を
使
っ
て
の
高
齢

者
施
策
の
提
案
に
は
驚
い
た
。

ま
だ
、
議
会
の
承
認
も
得
て

い
な
い
の
に
区
長
等
に
決
定

事
項
の
よ
う
に
文
書
配
布
し

た
こ
と
は
、
法
律
違
反
で
は

な
い
の
か

答　

文
書
に
は
議
会
の
審
議

が
あ
り
ま
す

と
書
い
て
い

る
。
日
本
国

民
で
あ
れ
ば
、

議
会
の
議
決

が
な
け
れ
ば
、

予
算
が
通
ら

な
い
こ
と
は
、

ご
存
知
の
は

ず
で
あ
る
。

問　

市
長
は

市
民
と
の
対

話
と
共
感
と

言
う
が
、
果

た
し
て
市
民

と
ど
こ
ま
で

対
話
し
、
共
感
で
き
て
い
る

の
か

答　

限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り

合
理
的
に
使
う
た
め
の
施
策

を
提
案
し
て
議
論
し
、
対
話

を
し
て
い
る
。

問　

入
学
準
備
金
が
3
月
支

給
に
な
り
、
う
れ
し
い
ニ
ュ

ー
ス
だ
。
入
学
前
支
給
は
ど

う
い
う
経
緯
で
決
ま
っ
た
の

か
。
ま
た
、
学
校
や
民
生
委

員
の
意
見
書
は
、
今
ま
で
ど

お
り
か

答　

文
科
省
か
ら
の
通
達
に

よ
る
指
導
で
30
年
度
か
ら
入

学
前
支
給
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
市
と
し
て
も
来
年
度
か

ら
3
月
支
給
を
す
る
。

　

今
ま
で
ど
お
り
、
申
請
に

基
づ
き
、
民
生
委
員
さ
ん
や

学
校
の
助
言
も
い
た
だ
く
。

問　

大
雨
や
台
風
で
の
道
路

冠
水
で
は
、
15
㎝
以
上
に
な

る
と
通
行
止
め
の
措
置
を
と

る
と
の
こ
と
だ
が
、
県
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
市
と
の
連

携
は
ど
う
か

答　

県
土
木
に
よ
り
通
行
止

め
が
必
要
な
場
合
は
、
委
託

業
者
に
連
絡
し
て
バ
リ
ケ
ー

ド
を
設
置
し
、
交
通
整
理
員

が
配
置
さ
れ
る
。
豊
岡
土
木

事
務
所
に
市
職
員
1
名
を
派

遣
し
情
報
収
集
し
て
い
る
。

市政を問う

敬
老
会
補
助
金
は
市
民
、

�

区
長
、
議
会
の
願
い
だ
！

青山　憲司 議員
（ひかり）

対
話
と
共
感
を
大
切
に

�

市
民
の
暮
ら
し
第
一
に
！

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

高齢者の皆さんが楽しみにされている敬老会

入学準備品、他にもたくさんの物が…

敬
老
会
補
助
金
継
続
を

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

の
入
学
前
支
給
実
現
す
る

道
路
冠
水
時
の
対
応

を
敏
速
、
安
全
に
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問　

人
口
減
少
、
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
ま

ち
へ
再
構
築
す
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非
常
に
親

和
性
が
高
い
取
組
み
だ
と
思

う
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

答　

土
地
利
用
の
郊
外
へ
の

拡
大
抑
制
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
都
市
的
な
機
能
が

近
接
す
る
こ
と

に
よ
り
利
便
性

を
上
げ
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
、
助
け
合
い

の
力
が
弱
ま
っ

て
い
く
中
で
、

旧
公
民
館
の
単

位
で
大
同
団
結

を
し
て
、
支
え

合
い
、
助
け
合

い
、
守
っ
て
い

く
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
は
理

論
的
に
別
の
こ

と
。

　

た
だ
、
こ
れ

ら
が
人
口
減
少
と
い
う
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
弱
ま

り
つ
つ
あ
り
、
同
時
に
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
め
る
と

い
う
こ
と
を
む
し
ろ
親
和
性

が
高
い
形
で
実
施
さ
れ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

活
動
の
財
源
は
ど
う
か

答　

基
礎
的
な
部
分
を
支
え

る
た
め
、
人
件
費
と
活
動
費

を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
交
付
金
や
新
た
な
事
業

立
ち
上
げ
に
は
提
案
方
式
の

活
動
促
進
事
業
交
付
金
を
交

付
し
て
い
る
。
今
後
持
続
可

能
な
地
域
運
営
を
し
て
い
く

た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
や
参
加
費
、
地
区
費
な

ど
の
負
担
、
事
業
に
応
じ
た

補
助
金
制
度
を
積
極
的
に
活

用
す
る
な
ど
自
主
財
源
確
保

が
必
要
と
考
え
る
。

問　

若
年
層
の
利
用
度
向
上

が
、
今
後
の
図
書
館
利
用
者

増
や
学
力
向
上
へ
と
続
く
と

思
う
が
ど
う
か

答　

学
校
と
は
団
体
貸
し
出

し
、読
み
聞
か
せ
授
業
、指
導

者
の
派
遣
、
図
書
館
見
学
の

受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
家う

ち

読ど
く

を
含
め
、
学
校
と
役
割
分
担

を
図
り
、
図
書
の
貸
し
出
し

や
図
書
情
報
の
共
有
化
な
ど
、

連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

知
っ
て
、
使
っ
て
、
参
加

　
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
へ

清水　　寛 議員
（新風とよおか）

問　

敬
老
会
補
助
金
と
高
齢

者
福
祉
施
策
に
関
す
る
区
長

あ
て
文
書
は
、
見
出
し
に
補

助
金
廃
止
と
施
策
の
実
施
と

書
い
て
あ
り
、
区
に
対
し
て

予
算
化
を
お
願
い
す
る
趣
旨

の
説
明
も
あ
っ
た
。
本
来
は

予
算
を
議
決
し
て
、
そ
の
予

算
を
根
拠
に
し
な
い
と
出
せ

な
い
文
書
だ
と
思
う
が

答　

区
が
仮
に
予
算
化
し
た

場
合
に
、
別
に
市
は
公
的
に

責
任
を
負
う
も
の
で
な
い
。

実
施
に
つ
い
て
と
い
う
文
書

の
中
に
、
議
会
の
審
議
が
必

要
だ
と
は
っ
き
り
書
い
て
い

る
の
で
、
問
題
な
い
と
思
う
。

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
分
析
結
果
を
も
と
に
し

た
授
業
ア
イ
デ
ア
の
活
用
は

答　

毎
年
校
内
研
修
担
当
者

を
集
め
て
、
授
業
づ
く
り
の

方
向
性
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
図
っ
て
い
る
。
各
学
校
で

は
授
業
ア
イ
デ

ア
を
ま
と
め
た

冊
子
を
使
っ
た

授
業
研
究
や
、

日
々
の
授
業
改

善
の
視
点
と
し

て
活
用
し
て
い

る
。

問　

投
票
時
間

繰
り
上
げ
の
説

明
は
、
決
定
権

者
で
あ
る
選
挙

管
理
委
員
会
か

ら
行
う
こ
と
が

筋
で
あ
る
と
思

う
が

答　

急
な
繰
上
決
定
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
広
報

で
簡
潔
な
内
容
だ
が
お
詫
び

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　

県
道
耀
山
日
高
線
三
方

橋
の
架
替
え
お
よ
び
歩
道
橋

設
置
に
つ
い
て
、
長
年
住
民

か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

内
容
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
か
。
通
学
を
は
じ

め
と
す
る
歩
行
者
の
危
険
性

に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。
歩
道
橋
で
あ
れ
ば
事

業
着
手
の
可
能
性
が
高
い
か

な
ど
、
見
通
し
が
分
か
る
か

答　

地
元
か
ら
の
長
年
の
要

望
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
見

通
し
が
悪
く
危
険
な
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
橋

側
歩
道
橋
は
通
学
路
で
あ
る

こ
と
、
車
道
部
分
の
通
行
量

が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先
度

が
上
が
る
。
地
域
の
要
望
を

受
け
止
め
て
、
一
緒
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
通
知

予
算
議
決
前
に
出
せ
る
か

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

敬老会は地域の交流やきずなを深める場のひとつ

盛大に開かれた第1回日高ふるさとまつり

県
道
耀か

が

山や
ま

日
高
線
三
方
橋

架
替
え
の
可
能
性
あ
る
か

学
校
現
場
と
連
携
し
た

図
書
館
の
教
育
機
能
充
実
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

赤
石
の
円
山
川
堤
防
亀

裂
の
原
因
究
明
と
復
旧
お
よ

び
今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
デ
ー
タ

を
水
防
に
生
か
せ
な
い
か

答　

国
交
省
が
年
内
に
調
査

し
原
因
究
明
の
後
、
30
年
度

の
増
水
期
ま
で
に
復
旧
を
終

え
る
よ
う
工
法
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
対

策
は
、
堤
防
の

詳
細
点
検
を
増

水
期
前
後
に
行

い
、
平
常
時
の

河
川
巡
視
と
概

ね
2
年
ご
と
に

航
空
レ
ー
ザ
ー

測
量
を
行
い
堤

防
の
状
態
を
把

握
す
る
。
測
量

デ
ー
タ
の
活
用

は
、
水
防
活
動

に
必
要
が
あ
る

場
合
は
情
報
提

供
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問　

日
高
・
城
崎
地
域
に
お

け
る
無
堤
防
区
間
の
築
堤
で

新
た
な
内
水
問
題
が
予
測
さ

れ
る
が
、
対
策
の
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
梶

原
・
庄
境
区
は
内
水
対
策
と

し
て
、
浸
水
防
止
擁
壁
や
排

水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
市
道
や
宅

地
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
た

が
、
原
因
と
今
後
の
対
策
は

答　

新
た
な
内
水
・
浸
水
対

策
は
状
況
を
見
な
が
ら
国
・

県
・
市
で
対
応
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
梶
原
・
庄
境
区
の
浸

水
被
害
は
、
農
業
用
ゲ
ー
ト

が
閉
ま
っ
て
お
ら
ず
、
排
水

用
ゲ
ー
ト
に
も
流
木
が
挟
ま

り
川
水
の
逆
流
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
台
風
前
に

は
地
元
関
係
者
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問　

国
の
部
活
調
査
で
先
生

方
が
校
務
と
部
活
の
両
立
に

限
界
を
感
じ
る
な
ど
の
課
題

が
出
て
い
る
。
市
の
状
況
と

今
後
の
考
え
方
は
ど
う
か

答　

部
活
は
教
育
課
程
外
の

活
動
だ
が
、
学
校
教
育
と
し

て
の
意
義
や
役
割
は
大
き
い
。

教
員
や
生
徒
の
過
度
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
顧
問
の

複
数
体
制
や
参
加
大
会
の
精

選
お
よ
び
専
門
的
指
導
者
や

体
育
協
会
な
ど
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

問　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

の
運
営
事
業
の
成
果
は

答　

28
年
度
に
受
け
入
れ
た

ご
み
の
総
量
は
、
3
万
9 

1
0
7
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち

74
％
の
2
万
8
9
9
7
ト
ン

が
豊
岡
市
分
の
ご
み
の
量
で

あ
る
。
平
成
28
年
12
月
20
日

に
炉
停
止
を
し
た
事
案
が
あ

っ
た
が
、
毎
月
行
う
排
ガ
ス

測
定
も
異
常
は
な
く
、
安
全
、

適
切
に
処
理

さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
雇
用

は
、
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
北

但
の
施
設
運

営
事
業
者
で

あ
る
北
但
ハ

イ
ト
ラ
ス
ト

株
式
会
社
に

約
60
人
の
従

業
員
が
い
る
。

管
理
部
門
、

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的
な

地
元
雇
用
で
あ
り
地
域
の
雇

用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

28
年
度
の
売
電
収
入
は
、

1
億
1
3
4
0
万
9
7
7
9

円
で
あ
る
。
発
電
さ
れ
た
電

気
は
、
市
の
公
共
施
設
で
使

わ
れ
、
地
産
地
消
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

28
年
度
の
缶
、
瓶
、
ア
ル

ミ
、
紙
製
容
器
包
装
等
の
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
に
対
す

る
売
却
収
入
は
、
2
1
9 

9
万
5
2
8
6
円
と
高
値
で

推
移
し
て
い
る
。
有
価
物
は

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
選

別
、
回
収
さ
れ
た
も
の
で
、

再
資
源
化
率
の
向
上
は
循
環

型
社
会
の
形
成
に
も
寄
与
し

て
い
る
。

問　

浚
渫
作
業
は
ど
う
か

答　

以
前
か
ら
地
元
地
区
お

よ
び
五
荘
地
区
区
長
会
か
ら

要
望
が
あ
り
市
か
ら
県
へ
要

望
を
つ
な
ぎ
、
24
年
度
に
実

施
し
て
い
る
。
県
と
し
て
は

浚
渫
工
事
を
行
う
目
安
と
し

て
河
川
断
面
の
3
分
の
1
を

超
え
る
堆
積
が
あ
れ
ば
、
浚

渫
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
防
災
上
の
問
題

は
な
く
、
浚
渫
工
事
の
予
定

は
な
い
が
、
引
き
続
き
現
場

の
状
況
を
見
て
県
へ
対
応
を

検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働

き
か
け
る
。

市政を問う

台
風
に
よ
る
水
害
対
策
と

�

部
活
動
の
今
後
の
方
向
は

浅田　　徹 議員
（新風とよおか）

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の

�

運
営
事
業
の
成
果
な
ど

上田　倫久 議員
（新風とよおか）

応急処置され復旧工事が待たれる円山川堤防のり面亀裂区間

学
校
業
務
と
部
活
の
両
立

戸
牧
川
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

台
風
に
よ
る
新
た
な

水
害
対
策
の
推
進
を

豊岡市、香美町、新温泉町が共同で運営する「クリーンパーク北但」
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問　

本
市
で
も
子
宮
頸
が
ん

検
診
と
H※

P
V
検
査
を
併
用

実
施
す
る
べ
き
で
は

答　

国
の
「
が
ん
予
防
重
点

健
康
教
育
及
び
が
ん
検
診
実

施
の
た
め
の
指
針
」
に
基
づ

き
、
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
H
P
V
の

併
用
検
査
が
推
奨
で
入
っ
て

お
ら
ず
、
市
と
し
て
は
実
施

し
て
い
な
い
。
平
成
25
年
以

降
、
有
効
性
に
関
す
る
研
究

が
行
わ
れ
て
お
り
、
追
跡
調

査
を
行
う
予
定
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問　

幼
児
保
育
・
教
育
現
場

に
お
け
る
エ
ピ
ペ
ン
の
取
扱

い
に
つ
い
て

答　

エ
ピ
ペ
ン
の
管
理
、
使

用
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委

員
会
の
学
校
に
お
け
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
職
員
会
議
や
研

修
を
行
い
、
教
職
員
全
員
が

共
通
理
解
を
図
り
、
緊
急
時

の
対
応
に
備
え
て
い
る
。
そ

し
て
、幼
児
、児
童
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
園
で
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け

で
は
な
か
な
か
分
か
り
に
く

い
、
研
修
し
て
も
覚
え
て
い

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
時
に
は
、

写
真
で
エ
ピ
ペ
ン
の
使
い
方

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
、

職
員
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う
に

工
夫
も
考
え
て
い
る
。

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
課
題
は
ど
う
か

答　

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も

園
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
誘
因
食

品
が
混
同
、
混
入
し
な
い
よ

う
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
給

食
調
理
を
行
っ
て
い
る
。
誤

食
・
誤
飲
し
た
場
合
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
対
応
で
き
る

よ
う
、
園
内
研
修
や
情
報
共

有
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

　

小
中
学
校
で
も
、
入
学
説

明
会
で
保
護
者
か

ら
の
情
報
提
供
や

就
学
時
健
康
診
断

等
で
対
応
が
必
要

な
児
童
生
徒
を
把

握
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を

図
り
、
校
内
研
修

を
実
施
し
て
事
故

防
止
に
努
め
て
い

る
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
や

�

エ
ピ
ペ
ン
取
扱
い
の
現
状

石津　一美 議員
（豊岡維新の会）

問　

台
風
18
・
21
号
の
市
内

各
所
で
の
被
害
状
況
は
。
想

定
外
や
例
の
な
い
被
害
は
。

対
策
対
応
で
反
省
す
べ
き
こ

と
や
こ
れ
か
ら
の
課
題
は

答　

豊
岡
地
域
（
港
地
区
を

除
く
）
で
、
床
下
11
、
土
間

上
17
、
建
物
の
一
部
損
壊
半

壊
が
あ
っ
た
。
全
体
を
通
じ

て
短
時
間
の
大
雨
で
道
路
・

河
川
に
土
砂
の
流
出
が
多
く

発
生
し
、
円
山
川
本
川
を
含

め
台
風
23
号
を
上
回
る
水
位

に
な
っ
た
。
近
海
の
海
水
温

の
上
昇
は
台
風
を
大
型
化
し
、

進
路
が
本
市
と
離
れ
て
い
て

も
長
時
間
風
雨
の
影
響
を
受

け
る
。
気
づ
い
て
か
ら
で
は

遅
い
、
空
振
り
覚
悟
で
早
め

早
め
の
対
応
が
必
要
。

　

城
崎
地
域
・
港
地
区
、18
号

で
住
家
非
住
家
2
2
3
棟（
気

比
1
4
5
棟
、
飯
谷
45
棟
）

市
全
体
の
67
・
4
％
、21
号

で
28
棟
、23
・
5
％
。河
川
の

土
砂
堆
積
、
裏

山
か
ら
の
鉄
砲

水
に
よ
り
旅
館

や
外
湯
へ
の
土

砂
流
入
の
被
害

や
大
潮
で
水
位

の
上
昇
、
長
時

間
の
幹
線
道
路

冠
水
が
あ
っ
た
。

　

竹
野
地
域
、

床
下
2
、
土
間

上
浸
水
4
。
金

原
の
路
肩
崩
壊
、

森
本
で
は
井
堰
、

護
岸
崩
落
が
あ

っ
た
。

　

日
高
地
域
、
18
・
21
号
合

わ
せ
床
上
3
、
床
下
10
、
土

間
上
浸
水
80
。
八
代
排
水
機

場
ポ
ン
プ
を
フ
ル
稼
働
し
た

が
水
位
が
下
が
ら
な
か
っ
た
。

原
因
追
究
を
今
後
国
県
市
で

協
議
す
る
。

　

出
石
地
域
、
18
・
21
号
合

わ
せ
床
下
8
、
土
間
上
浸
水

12
。
特
徴
と
し
て
土
砂
の
流

出
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

但
東
地
域
、
床
下
10
、
土

間
上
浸
水
9
、
住
家
な
ど
一

部
損
壊
15
棟
。
特
徴
と
し
て

強
風
に
よ
る
建
物
損
壊
が
あ

っ
た
。

問　

円
山
川
河
川
整
備
計
画

の
進
捗
状
況
は

答　

奈
佐
小
橋
か
ら
結
和
橋

ま
で
来
年
度
出
水
期
ま
で
に

は
開
口
部
を
閉
鎖
。
内
水
対

策
は
本
川
整
備
の
水
位
低
減

が
図
ら
れ
る
状
況
を
見
て
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

災
害
は
い
つ
で
も
や
っ
て
来
る

そ
な
え
よ
常
に
！

椿野　仁司 議員
（とよおか市民クラブ）

台風18号による土砂堆積のあった飯谷川（城崎）

ハチ、食物アレルギーの補助治療剤

台
風
災
害
へ
の
対
策

は
十
分
で
あ
っ
た
か

※「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」と
は
　「
子
宮
頸
が
ん
」
の
原
因
と
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

豊
岡
で
暮
ら
す
に
は
自

動
車
は
必
須
で
あ
る
。
若
者

応
援
事
業
で
自
動
車
教
習
所

に
係
る
助
成
を
行
っ
て
は
ど

う
か

答　

今
後
事
業
者
か
ら
新
た

な
支
援
策
等
で
ご
協
力
い
た

だ
け
る
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

随
時
協
議
し
追
加
し
た
い
。

問　

図
書
館
活
用
促
進
で

「
読
書
手
帳
」
を
作
り
、
図

書
館
の
利
用
者
を
増
や
し
て

は
ど
う
か

答　

図
書
館

の
次
回
シ
ス

テ
ム
更
新
時

に
改
め
て
検

討
し
た
い
。

問　

梶
原
区

の
内
水
問
題

に
つ
い
て
進

捗
状
況
は

答　

地
権
者

の
相
続
人
を

確
認
し
事
業

協
力
を
い
た

だ
い
た
。
今

後
は
地
元
区

と
共
に
調
整
を
図
り
、
来
年

度
に
測
量
に
向
か
う
予
定
。

問　

市
の
ご
み
袋
に
つ
い
て

結
び
や
す
い
よ
う
に
切
り
込

み
を
入
れ
て
ほ
し
い

答　

考
え
て
い
な
い
。
主
な

理
由
は
特
殊
な
加
工
機
械
の

購
入
、
維
持
費
な
ど
経
費
の

増ぞ
う

嵩す
う

。
外
部
業
者
に
委
託
す

る
と
納
期
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
。

問　

敬
老
会
補
助
金
廃
止
に

伴
う
高
齢
者
福
祉
施
策
で
、

市
民
の
多
く
か
ら
の
「
使
い

勝
手
が
悪
い
」「
老
人
ク
ラ

ブ
の
負
担
が
多
い
」「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
交
付
し
自

由
度
を
つ
け
る
方
が
よ
い
」

と
の
意
見
に
ど
う
答
え
る
か

答　

事
務
手
続
き
を
極
力
簡

素
化
し
、
負
担
の
な
い
よ
う

努
め
た
い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
本
年
度
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
一
律
に
事
業
の
展
開

は
難
し
い
。
た
だ
今
回
の
事

業
の
引
き
受
け
手
と
し
て
の

活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

豊
岡
の
拠
点
と
し
て
日

高
地
域
が
モ
デ
ル
地
域
だ
が
、

今
後
市
民
の
方
々
が
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を

知
り
た
い
と
き
に
何
か
良
い

ツ
ー
ル
は
で
き
た
か

答　

日
高
地
域
作
業
部
会
で

は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
医
療
機
関
、
集
い
の

場
所
等
を
ま
と
め
た
「
地
域

資
源
整
理
表
」
が
で
き
た
。

市政を問う

市
民
の
方
か
ら
の
要
望
を

�

質
問
し
ま
し
た

竹中　　理 議員
（豊岡市議会公明党）

図書館利用を活発にしよう

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

３
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

開
催

２/23
～

３/27

９時30分開会２月� 　　　　　　　　　　

 　　月　　  　　　　火　　　　  　　水　　  　　　　木　　  　　　　金　　　 　　土　 　　日
１９

議会運営委員会
２０ ２１ ２２ ２３

定例会初日
　

２４ ２５

２６ ２７
質問通告〆切
（正午）

２８

３月 １ ２ ３ ４

５
代表質問

６
一般質問

７
一般質問

議会運営委員会①

８
一般質問

予算決算委員会①

９ １０ １１

１２ １３
常任委員会②

１４
常任委員会②

１５ １６ １７ １８

１９ ２０
予算決算委員会
特別委員会③

２１
春分の日

２２ ２３ ２４ ２５

２６
議会運営
委員会④

２７
定例会
最終日

２８ ２９ ３０ ３１

①　一般質問が終了した後に開催。
②　総務、文教民生、建設経済の３常任委員会と各分科会を開催。
③　議会広報広聴、人口減少対策等調査、防災対策調査の３特別委員会は、予算決算委員会閉会後に開催。
④　午後３時から開催。
※　定例会は市役所の議場で開催します。ぜひ傍聴へお越しください。
※　一時保育（無料）もありますので、希望者は、１週間前までにお申し込みください。
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陳
情
第
4
号
　
福
祉
職
場
の
職
員
の
大
幅
増
員
と
賃
金
の
改

善
の
実
現
に
む
け
て
、
国
に
対
し
て
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

〔
本
会
議
で
の
審
議
結
果
〕
不
採
択

提
出
者　

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
兵
庫
地
方
本
部
気
付

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
福
祉
4
団
体　

代
表　

柳
田　

洋

〔
陳
情
の
要
旨
〕

　

国
庫
負
担
を
抜
本
的
に
増
や
し
、
国
の
責
任
で
職
員
の
大

幅
な
増
員
と
賃
金
の
引
き
上
げ
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
議
会

と
し
て
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

以
下
の
と
お
り
陳
情
す
る
。

①　

福
祉
職
場
の
職
員
配
置
基
準
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
完

全
週
休
2
日
制
の
実
施
や
法
律
で
定
め
ら
れ
た
休
憩
・

休
暇
の
取
得
が
で
き
る
よ
う
に
、
職
員
を
大
幅
に
増
や

さ
れ
た
い
。

②　

実
質
賃
金
の
改
善
に
つ
な
が
る
予
算
組
み
を
は
か
り
、

全
産
業
平
均
と
の
月
額
10
万
円
の
賃
金
格
差
を
解
消
さ

れ
た
い
。

③　

保
育
園
の
退
職
手
当
共
済
制
度
へ
の
公
費
助
成
を
廃
止

せ
ず
、
維
持
・
拡
充
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
す
べ
て

の
福
祉
で
働
く
職
員
の
退
職
手
当
共
済
制
度
の
整
備
を

行
わ
れ
た
い
。

〔
文
教
民
生
委
員
長
報
告
の
要
旨
〕

　

委
員
会
に
お
い
て
、
陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査

す
る
中
で
、
一
部
委
員
よ
り
不
採
択
の
立
場
か
ら
、「
介
護
士
、

保
育
士
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま

陳
　
　
　
　
　
情

意見書・請願・陳情

た
、
介
護
士
に
お
い
て
は
、
国
の
「
人
づ
く
り
革
命
」
に
よ

り
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
国
は
、
既

に
改
善
策
を
示
し
て
お
り
、
趣
旨
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
も
の

と
思
慮
す
る
。
よ
っ
て
、
本
陳
情
は
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ

る
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
採
択
の
立
場
か
ら
、「
本
陳
情
に
あ
る
よ
う
に
、

福
祉
職
場
の
職
員
の
平
均
賃
金
は
他
の
職
種
よ
り
低
く
、
ま

た
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ
り
、
有
給
休
暇
取
得
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
労
働
条
件
に
よ
り
、
有
資
格
者

が
職
に
就
か
ず
、
あ
る
い
は
定
着
し
な
い
悪
循
環
が
続
い
て

い
る
。
政
府
は
、
2
0
1
7
年
か
ら
追
加
の
処
遇
改
善
を
打

ち
出
し
た
が
、
陳
情
に
あ
る
よ
う
な
改
善
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
よ
っ
て
、
本
陳
情
は
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

〔
本
会
議
で
の
採
決
〕

　

本
会
議
で
、
委
員
長
報
告
に
対
し
、
会
派
「
日
本
共
産
党
・

あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
よ
り
反
対
討
論
が
、
会

派
「
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
」
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
行
わ

れ
た
。
起
立
採
決
の
結
果
、
反
対
少
数
に
よ
り
委
員
長
報
告

の
と
お
り
不
採
択
と
な
っ
た
。

陳
情
第
5
号
　
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
存
続
検
討
に
関
す
る
陳
情
書

〔
文
教
民
生
委
員
会
審
査
結
果
〕
継
続
審
査

提
出
者　

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
を
愛
す
る
会　

�

代
表　

坪
井　

豊
志
ほ
か
3
名

〔
陳
情
の
要
旨
〕

　

出
石
文
化
会
館
（
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
）
は
、
全
国
公
共
文
化

施
設
協
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
改
修
支
援
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
あ
ら
た
な
費
用
を
負
担
せ
ず
と
も
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
。
自
治
体
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
受
け
た
い
と
い
う

返
事
が
あ
る
。
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
支
援
す
る
組
織
体

な
の
で
、
豊
岡
市
と
し
て
も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
相
手
で

あ
り
、
市
民
と
し
て
も
納
得
で
き
る
公
平
な
判
断
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

文
化
振
興
と
施
設
利
用
促
進
に
向
け
た
課
題
を
市
民
と
共

有
し
、
今
後
の
双
方
の
取
組
み
に
活
か
す
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
市
民
と
し
て
は
、
館
内
・
庭
園
・
駐
車
場
等
の
清

掃
、
事
業
運
営
を
支
援
す
る
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
強
化
、

友
の
会
の
増
強
支
援
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
協
力
体
制
が

強
化
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

①　

改
修
検
討
に
あ
た
り
（
公
益
社
団
法
人
）
全
国
公
共
文

化
施
設
協
会
の
支
援
を
求
め
、
劇
場
改
修
と
運
営
管
理
、

市
民
協
力
あ
り
方
等
の
事
情
を
通
じ
た
専
門
家
の
協
力

を
得
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

②　

2
0
1
8
年
度
新
規
予
約
受
付
の
早
期
再
開
を
お
願
い

す
る
。

③　

市
民
協
力
強
化
を
含
む
今
後
の
対
話
会
の
推
進
を
お
願

い
す
る
。
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各委員会の抱負と課題（常任委員会）

文
教
民
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

救急救命シミュレーションを視察

農業スクール研修生による耕うん作業

　

市
で
は
、
基
本
構
想
な

ら
び
に
戦
略
的
な
進
め
方

を
示
す
市
政
経
営
方
針
を

策
定
し
ま
し
た
。
3
年
目

を
迎
え
た
地
方
創
生
（
人

口
減
少
対
策
）
の
取
組
み

で
は
、
具
体
的
な
施
策
の

展
開
と
と
も
に
専
門
家
と

の
連
携
に
よ
る
検
証
や
分

析
、
政
策
提
言
や
情
報
共

有
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
は
、
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
自

主
点
検
を
徹

底
す
る
ほ
か
、

公
共
施
設
整

備
基
金
を
設

置
し
、
積
み

立
て
を
は
じ

め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、

　

当
委
員
会
は
、
市
民
の

生
活
や
健
康
と
福
祉
、
な

ら
び
に
学
校
や
地
域
の
教

育
力
や
活
力
を
育
む
と

い
っ
た
日
々
の
暮
ら
し
に

直
結
し
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
に
至
る
幅
の
広
い
年

齢
層
に
か
か
る
多
く
の
施

策
や
課
題
を
所
管
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
福
祉
等
の

充
実
を
は
じ
め
、
医
療
の

確
保
、
環
境
衛
生
、
交
通

安
全
・
防
犯
対
策
、
教
育
、

幼
保
一
元
化
、
文
化
財
保

護
と
伝
統
文
化
の
継
承
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
生

涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

の
諸
課
題
を
重
点
調
査
事

項
に
掲
げ
委
員
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、「
敬

　

豊
岡
市
の
人
口
が
2 

0
4
0
年
に
は
5
・
8
万

人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
中

で
、
現
状
と
将
来
目
標
を

行
政
と
議
会
と
が
共
通
認

識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
市
民
を
支
え
て
い
く

取
組
み
が
重
要
で
す
。
特

に
若
者
の
定
着
化
は
、
そ

れ
を
可
能
に
す
る
思
い

切
っ
た
施
策
が
必
要
で
す
。

事
業
所
の
強
化
、
労
働
条

件
の
向
上
、
起
業
支
援
、

生
活
環
境
の
向
上
な
ど
次

代
を
担
う
若
者
が
「
こ
の

町
で
仕
事
を
し
た
い
。
生

き
て
い
き
た
い
。」
と
思

え
る
総
合
的
な
施
策
の
展

開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
本
市
に

お
け
る
建
設
・
経
済
と
い

う
幅
の
広
い
分
野
全
般
に

木
造
密
集
街
区
で
は
、
す

べ
て
の
現
地
調
査
を
終
え
、

火
災
実
態
に
応
じ
た
消
防

活
動
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
こ
の
よ

う
な
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
そ
の
所
管
分
野
の
事

務
事
業
の
執
行
状
況
な
ど

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

議
会
へ
提
案
さ
れ
た
条
例

や
予
算
、
決
算
な
ど
を
分

担
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
平
成
30
年
度

当
初
予
算
が
ま
と
ま
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
目

標
の
も
と
、
市
当
局
と
議

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

議
論
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

老
会
補
助
金
廃
止
に
伴
う

代
替
事
業
予
算
案
」や「
ひ

ぼ
こ
ホ
ー
ル
存
続
検
討
に

関
す
る
陳
情
書
」
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
案
件
も
丁
寧
な
調
査
・

審
査
を
継
続
し
、
市
民
の

声
を
聴
い
た
上
で
市
政
の

遂
行
上
、
よ
り
良
い
方
向

で
の
結
論
を
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
豊
岡
市

基
本
構
想
を
戦
略
的
に
進

め
る
た
め
、
今
後
4
年
間

の
具
体
的
手
段
を
定
め
た

市
政
経
営
方
針
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
取
組
み

お
よ
び
事
業
化
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た

確
か
な
も
の
に
な
る
よ
う

し
っ
か
り
と
審
査
を
行
い

ま
す
。

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
常
に
市
民
目

線
か
ら
の
施
策
提
言
を
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
「
市
民
が

大
切
に
さ
れ
、
暮
ら
し
や

す
さ
を
本
当
に
実
感
し
て

い
る
か
」「
自
信
を
持
っ

て
故
郷
で
暮
ら
す
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

る
か
」
な
ど
、
最
も
基
本

的
な
物
差
し
で
行
政
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
同
時
に
政
策

提
案
し
て
い
く
考
え
で
す
。

そ
の
た
め
に
委
員
会
と
し

て
は
、
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
全
国
的
な
先
進
例
も

研
究
し
な
が
ら
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
務
委
員
会

当局と市議会が
議論しながら

� まちづくり推進

委員長　松井　正志

福祉・医療・教育・地域
� コミュニティの推進

委員長　浅田　　徹

「豊岡で暮らしたい」
と言われる

まちづくりのために

委員長　奥村　忠俊

子育て施策について議論を交わす
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各委員会の抱負と課題（特別委員会）

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

“議会だより”ただ今編集作業の真っ最中！

すこやかな成長を願って

　

定
例
会
ご
と
に
、
議
場

で
の
質
問
や
委
員
会
活
動

の
要
旨
を
ま
と
め
た
『
議

会
だ
よ
り
』
を
作
成
し
、

各
家
庭
等
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
議
会
と
市
民
の

皆
さ
ん
と
を
つ
な
ぐ
広
報

紙
と
な
る
よ
う
、
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

な
編
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
『
議
会
だ
よ

り
第
62
号
』
が
、「
近
畿

市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
優
良
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で

も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
広
報
」

と
同
時
に
、
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
し
た
市
民
参
加
型

の
「
広
聴
」
の
役
割
が
当

　

本
市
で
は
、
今
後
予
想

さ
れ
る
人
口
減
少
の
ス
ピ

ー
ド
を
極
力
和
ら
げ
る
と

と
も
に
、
そ
の
対
策
を
通

じ
て
、
地
域
活
力
を
維
持

で
き
る
よ
う
、「
豊
岡
市

地
方
創
生
総
合
戦
略
」
が

策
定
さ
れ
、
そ
の
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
が
ス
タ
ー
ト
し
て

3
年
目
を
迎
え
、
そ

の
成
果
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
議
会

に
お
い
て
も
、
当
局

と
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
の
取
組
み
を

検
証
し
、
よ
り
成
果

の
上
が
る
も
の
に
し

て
い
く
た
め
、「
人

口
減
少
対
策
等
調
査

特
別
委
員
会
」
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、市
の
災

害
対
策
全
般
に
関
し
、総
合

的
か
つ
計
画
的
な
防
災
・

減
災
対
策
等
に
関
す
る
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
も
、
地
震
・
台
風
・

集
中
豪
雨
等
に
よ
り
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

昨
年
の
台
風
18
号
・
21
号

で
、
住
宅
浸
水
、

護
岸
崩
壊
、
井
堰

下
部
洗
堀
、
山
腹

崩
壊
に
よ
る
土
砂

流
出
、
道
路
冠
水

等
、
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
10
月

の
台
風
23
号
で
は
、

堤
防
決
壊
等
に
よ

り
尊
い
人
命
が
失

委
員
会
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
議
会
報
告
会

な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
議

会
活
動
の
一
部
を
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
要
望
、
市
政
へ
の
ご

提
言
な
ど
を
お
聴
き
し
、

議
会
と
市
民
が
相
互
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
あ
い
、
対
話
を
通
し
て
、

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映

さ
せ
る
委
員
会
を
目
指
し

ま
す
。

　

当
委
員
会
の
役
割
は
、

移
住
・
定
住
促
進
、
結
婚
・

多
子
出
産
促
進
、
子
育
て

支
援
、
産
業
振
興
な
ど
の

人
口
減
少
、
地
域
活
性
化

対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

等
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

豊
岡
で
暮
ら
す
こ
と
の

価
値
と
魅
力
を
若
者
や
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
、
移

住
・
定
住
を
促
す
と
と
も

に
、
多
く
の
こ
ど
も
で
賑

や
か
な
家
庭
を
持
つ
若
者

が
増
え
て
い
く
豊
岡
市
に

す
る
た
め
、
当
委
員
会
で

し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

わ
れ
、
市
内
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
台
風
23

号
以
来
大
き
な
自
然
災
害

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

明
日
に
で
も
や
っ
て
く
る

災
害
に
備
え
、
定
期
的
に

避
難
訓
練
等
を
行
い
万
全

を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
8
月
最
終
日
曜
日
に

実
施
す
る
市
民
総
参
加
訓

練
・
震
災
総
合
防
災
訓
練

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

防
災
・
減
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

災
害
に
強
い
豊
岡
市
を

目
指
し
活
動
し
ま
す
。国交省職員から堤防亀裂の状況の説明を受け

る（赤石）

皆さんの声を
反映した市民参加型
� を目指して

委員長　上田　倫久

人口減少対策は
� 本市政最大の課題

委員長　井垣　文博

普段の備えで
� 命を守る

委員長　西田　　真
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議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
会
派
の
代
表
や

常
任
委
員
長
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
定
例
会
に
提

出
さ
れ
る
議
案
等
に
つ
い

て
事
前
に
当
局
か
ら
説
明

を
受
け
、
会
期
や
日
程
の

調
整
、
請
願
・
陳
情
の
受

付
け
、
意
見
書
案
の
調
整
、

質
疑
・
質
問
の
整
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
に
つ

い
て
も
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
意
見
の
ま
と
ま
っ
た

項
目
か
ら
新
し
い
形
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
傍
聴

し
や
す
い
よ
う
に
議
員
の

発
言
時
間
も
一
定
の
枠
を

設
け
、
傍
聴
の
目
安
と
な

る
時
間
も
掲
示
し
ま
し
た
。 　

予
算
決
算
委
員
会
も
新

た
に
設
置
。
予
算
決
算
の

集
中
審
査
が
行
え
る
よ
う

に
改
革
。
議
員
間
討
議
も

活
発
化
さ
せ
、
議
会
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
局
と
議
会
と
い
う
市

政
推
進
の
一
方
の
力
と
し

て
、
議
会
運
営
委
員
会
の

役
割
が
よ
り
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
積
極
的
な
議
会
の

あ
り
方
を
考
え
、
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

議会の円滑な運営のために

議会の円滑な運営と
� 力の結集を目指して

委員長　福田　嗣久

市場井堰の状況について説明を受ける
（竹野町森本）

木造家屋密集街区における消火活動計
画を確認

不登校児童対策等の説明を受ける

防災対策調査特別委員会
平成29年12月21日

台風災害による
� 現地視察
豊岡、城崎、竹野

総務委員会
平成30年１月24日

木造密集街区における
�消火活動計画等を調査
公設市場（中央町）付近・消防本部

文教民生委員会
平成30年１月24日

不登校児童対策等
� について調査
豊岡市こども支援センター

各委員会 視察報告

　平成 29 年に発生した台風
18 号、21 号により大きな被害
を受けた箇所について現地視
察を実施した。
　河川の土砂堆積や堤防の被
害状況について関係職員から
説明を受け、課題と対策につ
いて調査を行った。

　平成 27 年 1 月の城崎大火や、
平成 28 年 12 月の糸魚川大火
などを踏まえ、本市の木造密
集街区における火災消防活動
計画について、現地確認を行
うとともに、消防本部におい
て現状や課題の調査を行った。

　「不登校相談」「発達にかか
わる相談」「子育て家庭相談」
の 3 つの機能をつなぐ支援対
策等について説明を受けた。
　親も子もエネルギーを蓄え、
みんなが笑顔になれる場所
として重要な役割を担ってい
る。
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公立豊岡病院組合への関わり
市は、危機的な経営状況にある公立豊岡病

院組合の構成市としての自覚が必要である。組合
だけに任せることなく、豊岡・但馬の医療を守る
ために、医師確保などにおいて、できる限りの支
援をし、積極的にかかわっていただきたい。
� （予算決算委員会）

コワーキング
※
豊岡の成果

コワーキング豊岡は、約9,000万円の事業費
で平成29年４月にオープンし、半年が経過した
が、個人会員目標30人に対し８人、法人は１社に
留まっている。市内外にＰＲするなど目標達成に
一層の努力を求める。� （予算決算委員会）

市有物件の適切な管理による再発防止
市営駐車場の管理に起因する物損事故であ

るが、市が管理すべき物件については、常日頃か
ら状況把握を行い、必要に応じて補修等、適切な
維持・管理に努め、再発防止に最善を期されたい。
� （総務委員会）

市税の収納率の向上
28年度の市税収納率は、合併以来最高値と

のことだが、監査委員による決算審査意見書では、
県内市町の収納状況において、本市は、下位であ
ることが指摘されている。財政状況が厳しい中、
今後とも「滞納対策アクションプラン」に基づき、
さらなる収納率向上による自主財源の確保に努め
られたい。� （予算決算委員会）

生活道路排水路整備事業の推進
生活道路排水路整備事業については、2,000

万円の予算で、各区の要望に基づき改善、改修を
行う事業である。要望は多くあるが不用額が予算
の20％相当の400万円を超えており、市民に不誠
実な行政対応と言わざるを得ない。年度早くに区
長等への要望聴取など、予算に見合った事業推進
を求める。� （予算決算委員会）

道路の安全対策の検討
道路管理上必要な防護柵のチェーンが外

れ、児童が約２メートル下の大溪川へ転落する事
故が発生した。安全点検を定期的に行うことは、
当然のことであり、右岸側についても左岸側同様
に安全性向上の検討を求める。（建設経済委員会）

病院経営については、組合自体が努力をす
る必要がある。一方で、高度の医療を担う

急性期病院として、また但馬圏域を支える中核病
院としての役割は大きく、構成市として最大限の
支援をしていくべきと考える。今後も医師確保を
はじめ、地域医療の向上に向けたさまざまな医療
施策を組合と共に展開したい。� （健康増進課）

但馬地域地場産業振興センターや豊岡観光
イノベーションと協働し、起業希望者や市

内への出張者などに情報が届くよう、宿泊施設な
どへのチラシの配布やＳＮＳを活用し、会員数の
確保、施設の利用促進に努めたい。
� （エコバレー推進課）

より一層注意を払い、必要な箇所について
は迅速に補修、処置をする等、再発防止に

努めたい。� （総務課）

今後とも滞納処分強化を行い、収入確保を
図るとともに、30年度実施される個人住民

税特別徴収の一斉指定の周知徹底を図り、納付環
境の整備を進め、収納率の向上に努める。（税務課）

　29年度から「滞納対策アクションプラン」等の
債権管理に関する事務を豊岡市債権管理委員会が
引き継ぎ、処理見込額（徴収目標）に係る年度中
途での進捗状況の確認を行っており、さらなる収
納率向上に努める。� （財政課）

不用額については、用地境界や施工進入路
等地元との調整に不測の日数を要し、大雪

と重なったため、未執行となったものである。今
後は、早い段階で要望内容を精査し地元との協議
を密に行い、業務の進捗を図りたい。� （建設課）

事故を受け、防護柵の点検を行い補修は完
了した。今後は、設置の経緯や景観への配

慮について調査し、安全性向上を図るための検討
を行う。� （建設課）

9月定例会の委員会審査における
委員会意見と当局回答

※「コワーキング」とは　一般的なオフィスの環境とは異なり、開放的な空間を共有し、コミュニケーションを図ることで、お互いにアイデア
を共有するワークスペースのこと
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市民の意向に留意した高齢者対策
豊岡市老人福祉計画・第７期介護保険事業

計画と日高地域における包括ケアシステムとは密
接に関連するものと思われる。計画策定やシステ
ム構築にあたっては、サービスを受ける市民の意
向を十分に把握するよう留意されたい。
� （文教民生委員会）

地方創生事業の成果
地方創生に関する鞄産業プロモーション事

業等が展開されているが、事業ごとの目指す成果・
目標に対し、達成状況を明確にし、検証と共に事
業目的の達成に一層の努力を求める。
� （予算決算委員会）

総合健康ゾーン診療所の見直し検討
診療所特別会計の中で、特に総合健康ゾー

ン診療所については、利用人員の伸び悩みなどの
課題を抱えている。
　市民の健康増進施策を進めるうえで、ウェルス
トーク事業と対をなす診療所であるが、この際、
設置の意義や期待する効果など、意欲ある見直し
検討を求めたい。� （文教民生委員会）

市立東霊苑の利用拡大
平成23年10月に開園した市立東霊苑は、現

在、需要が伸び悩んでいる状況にあるが、さらな
る魅力のＰＲや周知を図り、利用拡大に努められ
たい。� （文教民生委員会）

有害獣による農業被害への対策
特にシカの被害は一向に減少していない。

毎年の捕獲頭数は目標に近い成果をあげている
が、地域的な差がある。農業の被害防止や農地保
全の上からも、有害獣の増加阻止は農政の大きな
課題である。さらにサルの集団による被害も多く、
被害防止対策の効果ある検討を求める。
� （予算決算委員会）

地域包括ケアシステムの構築にあたり、計
画策定検討委員会の作業部会で、日高地域

をモデル地域として検討を行った。作業部会には、
日高地域の医療・介護関係者のほか、老人クラブ
や地区住民の代表等の参画も得て戦略体系図を作
成した。戦略体系図は、計画にも位置付ける予定
であり、今後、計画の評価・見直しにあたっても、
区長会等の関係団体と調整しながら、具体的な事
業に取り組む。� （高年介護課）

地方創生総合戦略では、主要手段、具体的
手段レベルで指標を掲げて取り組んでい

る。今後の事業推進においても、成果を考慮しつ
つ、より効果的な作戦となるよう見直しを行い、
最大の目的である人口減少の緩和実現に向けて取
組みたい。� （地方創生課）

運動療法で医・学・官・民の連携を目指す
先進的な取組みとして一定の成果をあげて

きたが、指摘のとおり、最も公益にかなうあり方
について、現在検討を進めている。（健康増進課）

平成29年９月に３日間の現地案内会を開催
した。広報紙には８、９月号に記事を掲載

し、１月号にも掲載する予定である。今後も引き
続き、東霊苑の魅力のＰＲ及び周知を図りたい。
� （生活環境課）

29年度の鳥獣害に係る農業共済金申請面積
が対前年度比約32％減少するなど、市の農

業被害は減少傾向に転じているが、一方でシカの
生息状況の変化等により被害が増大した地域もあ
る。シカ捕獲専任班による捕獲活動など、有害鳥
獣捕獲班と十分に連携し、特に被害が減少してい
ない地域には捕獲圧を強めるなど、状況に応じた
捕獲体制を構築し捕獲対策を実施する。また、集
落防護柵の設置など、被害地域の防除体制の向上
に努める。
　サル対策については、鳥獣害対策員による銃猟
の実施など、これまでにない捕獲対策、防除対策
を検討し、地域と力を合わせて対策を進めたい。
� （農林水産課）

その後どうなった?!
　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、市当局に対し
て意見や要望を付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の定例会の際、
報告することになっています。
　これは、議会でまとめた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と議会が議論のキャッ
チボールをしながら市政運営を行っている取組みの一端です。



とよおかし議会だより　2018.2.25  ○22

議会トピックス
　― 豊岡の取組みキーポイント！―
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全国から
豊岡に‼

　本市の事業について、全国の議会から視察
を受け入れています。
　29年度の受け入れ自治体を図示しています。

年度 受入件数 受入人数（延べ）

Ｈ28 33件 194名

Ｈ29
※

34件 229名
※Ｈ29は、H30.2.20現在の受け入れ状況です。



○  2018.2.25　とよおかし議会だより23

まちのSmile　 ＆Genki

◯:
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▲平成30年豊岡消防団出初式
　平成30年豊岡消防団の出初式が全14分団から総勢393人の団員が参加して開催され、市営中央駐車場で
行進や一斉放水などが行われました。（１月７日）

日高町水
みの

上
かみ

区のどんど焼き▶
　日高町水上区の八坂神社において小正月の恒例行事

「どんど焼き」が行われました。地区の家々から集め
られた正月のしめ縄や松飾り、書初めなどを燃やし、
１年間の無病息災などを願いました。（１月14日）

▼アートチャイルドケア豊岡こうのとり保育
園もちつき大会

　アートチャイルドケア豊岡こうのとり保育園で新年
恒例の「もちつき大会」が園児や近隣住民の参加のも
とで行われました。園児が「よいしょ！よいしょ！」と
元気よく杵で餅をつき、みんなで餅を丸めていました。

（１月10日）

げんき

もえ
ろよ
♪も
えろ
…

天ま
でと
どけ
～

◯̂̂﹀
スマイル
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議会広報広聴特別委員会

平成29年度 豊岡市成人式
～華やかに、晴れやかに～

　平成30年１月７日、平成29年度豊岡市成人式が市民会
館で開催されました。
　新成人対象者871名のうち732名が晴れやかな振り袖や
袴、スーツ姿で参加しました。
　新成人の代表が「生まれ育った豊岡をさらに魅力あふ
れるまちにしていく」と新たな決意を誓いました。 歓喜

再会

誓い


